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土砂管理対策の実施状況 
～主として計画策定以降の状況～ 
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１.１ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（土砂流出・生産領域） 

領域 事業メニュー（案） 

(１)土砂流出・生産領域    
（支川・渓流を含む） 

 ・大規模な土砂流出を抑制するための砂防事業を推進 
 ・モニタリングにより砂防事業等による土砂動態変化を監視 

(２)山地河川領域 
 

 ・砂防堰堤の維持管理、河床低下箇所の回復 
 ・当面はモニタリングにより、砂防堰堤下流等の河床変動状況を監視 

(３)中・下流河川領域  ・掘削河道※まで、20万m3/年の掘削を実施 
 ・河道中央付近の掘削を実施 
 ・大規模出水が発生した際は、緊急掘削を実施 
 ・掘削河道整備後は維持掘削を実施 
 ・堤防防護、河岸防護のための対策を実施 
 ・河道の変化を監視するためのモニタリングを実施 
 ・河口テラスの状況を監視するためのモニタリングを実施 

(４)海岸領域  ・養浜（サンドバイパス、サンドリサイクル）の実施 
 ・海岸保全施設（離岸堤、突堤）の整備 
 ・海岸線の回復過程、回復状態、河口テラスの状況を監視するためのモ
ニタリングの実施 

安倍川総合土砂管理計画では、土砂管理対策として各領域での事業メニュー（案）を示している。各領域の
対策実施状況を次ページ以降に紹介する。 

※掘削河道：大規模出水のピーク流量時に堆積が生じても、河川整備 
      計画流量を計画高水位以下で流下可能となるように堆積 
      分を考慮して掘削した河道 

１.土砂管理対策の実施状況  

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 

次ページ参照 
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H25年度には、ウラの沢流路工、大ザレ渓流保全工、八重沢砂防堰堤、大谷山腹工等の工事を実施しており、整備土砂
量、約36.8千m3を確保している。 

大谷山腹工（施工状況） 

  ：土石流危険渓流      

八重沢砂防堰堤（H25完成） 

大谷山腹工（吹付工） 

大谷山腹工（H25完成分） 

大谷山腹工（柵工） 

大谷山腹工（H25完成分） 

大ザレ渓流保全工（H25完成） 

ウラの沢流路工（H25完成） 

土砂流出・生産領域 
H25整備土砂量：約36.8千m3 

（玉機橋） 

１.１ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（土砂流出・生産領域） １.土砂管理対策の実施状況  

※ 

※渓流保全工：乱流、偏流を制御し渓岸の侵食、崩壊を防止する施設 
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１.２ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（土砂流出・生産領域） １.土砂管理対策の実施状況  

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 

次ページ参照 

山地河川領域での土砂管理対策の事業メニューの事業実施状況は次ページのとおりである。 

領域 事業メニュー（案） 

(１)土砂流出・生産領域    
（支川・渓流を含む） 

 ・大規模な土砂流出を抑制するための砂防事業を推進 
 ・モニタリングにより砂防事業等による土砂動態変化を監視 

(２)山地河川領域 
 

 ・砂防堰堤の維持管理、河床低下箇所の回復 
 ・当面はモニタリングにより、砂防堰堤下流等の河床変動状況を監視 

(３)中・下流河川領域  ・掘削河道※まで、20万m3/年の掘削を実施 
 ・河道中央付近の掘削を実施 
 ・大規模出水が発生した際は、緊急掘削を実施 
 ・掘削河道整備後は維持掘削を実施 
 ・堤防防護、河岸防護のための対策を実施 
 ・河道の変化を監視するためのモニタリングを実施 
 ・河口テラスの状況を監視するためのモニタリングを実施 

(４)海岸領域  ・養浜（サンドバイパス、サンドリサイクル）の実施 
 ・海岸保全施設（離岸堤、突堤）の整備 
 ・海岸線の回復過程、回復状態、河口テラスの状況を監視するためのモ
ニタリングの実施 

※掘削河道：大規模出水のピーク流量時に堆積が生じても、河川整備 
      計画流量を計画高水位以下で流下可能となるように堆積 
      分を考慮して掘削した河道 

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 



H25年度に、大河内砂防堰堤、金山砂防堰堤の直下等の河床低下対策を実施している。 
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大河内砂防堰堤修繕施工前 
H25.5.28 

金山砂防堰堤修繕施工前 
H25.6.10 

山地河川領域 

１.２ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（山地河川領域） １.土砂管理対策の実施状況  

金山砂防堰堤修繕前（H25.5.28撮影） 

大河内砂防堰堤修繕前（H25.5.28撮影） 

堰堤直下の床固めブロックを修繕。 駿河湾 

金山砂防堰堤修繕完成（H26.3.4撮影） 

大河内砂防堰堤修繕完成（H26.3.4撮影） 

安
倍
川 

直轄砂防領域 

直轄河川領域 



領域 事業メニュー（案） 

(１)土砂流出・生産領域    
（支川・渓流を含む） 

 ・大規模な土砂流出を抑制するための砂防事業を推進 
 ・モニタリングにより砂防事業等による土砂動態変化を監視 

(２)山地河川領域 
 

 ・砂防堰堤の維持管理、河床低下箇所の回復 
 ・当面はモニタリングにより、砂防堰堤下流等の河床変動状況を監視 

(３)中・下流河川領域  ・掘削河道※まで、20万m3/年の掘削を実施 
 ・河道中央付近の掘削を実施 
 ・大規模出水が発生した際は、緊急掘削を実施 
 ・掘削河道整備後は維持掘削を実施 
 ・堤防防護、河岸防護のための対策を実施 
 ・河道の変化を監視するためのモニタリングを実施 
 ・河口テラスの状況を監視するためのモニタリングを実施 

(４)海岸領域  ・養浜（サンドバイパス、サンドリサイクル）の実施 
 ・海岸保全施設（離岸堤、突堤）の整備 
 ・海岸線の回復過程、回復状態、河口テラスの状況を監視するためのモ
ニタリングの実施 
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１.３ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（土砂流出・生産領域） １.土砂管理対策の実施状況  

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 

中・下流河川領域での土砂管理対策の事業メニューの実施状況は次ページのとおりである。 

次ページ参照 

※掘削河道：大規模出水のピーク流量時に堆積が生じても、河川整備 
      計画流量を計画高水位以下で流下可能となるように堆積 
      分を考慮して掘削した河道 

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 
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H25年度に実施した中下流河川領域等の砂利採取・河道掘削位置について整理した結果を示す。 
中下流河川領域では目標20万m3と同程度の19万m3の掘削を行っている。山地河川領域においては3.7万m3の掘削を実施している。 

砂利採取・河道掘削位置 
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中・下流河川領域 

採取者 採取目的 数量(m3) 

骨材組合 
(重機） 販売 102,000 

骨材組合
（手拾い） 販売 2,000 

静岡市 養浜(用宗・石部海岸) 10,000 

静岡県 養浜（清水海岸） 52,750 

直轄 工事・養浜 
(清水海岸） 20,100 

合計 186,850 

採取者 採取目的 数量(m3) 

静岡県 
工事・養浜 
(清水海岸） 

32,475（安倍川） 

2,200（足久保川） 

その他 2,323(足久保川） 

合計 36,998 

【山地河川領域（県）】 【中・下流河川領域（県、民間、国）】 

直轄 
20,100m3 

静岡県

11,100m3 

静岡市

10,000m3 

骨材組合

25,500m3 

骨材組合

51,000m3 

静岡県

27,121m3 

静岡県

25,629m3 

骨材組合（手拾い）

2,000m3 

骨材組合

25,500m3 

県河川管理区間 

直轄河川管理区間 

１.３ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（中・下流河川領域） １.土砂管理対策の実施状況  

静岡県

21,375m3 

静岡県 
4,523m3 

掘削状況（6.0k付近) 採取者：骨材組合 

※砂利採取許可書より 

河道中央を掘削 

【海岸領域への搬出量】 
採取地 数量(m3) 

山地河川領域 34,675 
(32,475+2,200) 

中・下流河川領域 72,850 
(52,750+20,100) 

合計 107,525 



領域 事業メニュー（案） 

(１)土砂流出・生産領域    
（支川・渓流を含む） 

 ・大規模な土砂流出を抑制するための砂防事業を推進 
 ・モニタリングにより砂防事業等による土砂動態変化を監視 

(２)山地河川領域 
 

 ・砂防堰堤の維持管理、河床低下箇所の回復 
 ・当面はモニタリングにより、砂防堰堤下流等の河床変動状況を監視 

(３)中・下流河川領域  ・掘削河道※まで、20万m3/年の掘削を実施 
 ・河道中央付近の掘削を実施 
 ・大規模出水が発生した際は、緊急掘削を実施 
 ・掘削河道整備後は維持掘削を実施 
 ・堤防防護、河岸防護のための対策を実施 
 ・河道の変化を監視するためのモニタリングを実施 
 ・河口テラスの状況を監視するためのモニタリングを実施 

(４)海岸領域  ・養浜（サンドバイパス、サンドリサイクル）の実施 
 ・海岸保全施設（離岸堤、突堤）の整備 
 ・海岸線の回復過程、回復状態、河口テラスの状況を監視するためのモ
ニタリングの実施 
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１.４ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（土砂流出・生産領域） １.土砂管理対策の実施状況  

【安倍川総合土砂管理計画Ｐ３２より】
赤字：実施事業関係 
青字：モニタリング項目関係 

次ページ参照 

海岸領域での土砂管理対策の事業メニューの実施状況は次ページのとおりである。 

※掘削河道：大規模出水のピーク流量時に堆積が生じても、河川整備 
      計画流量を計画高水位以下で流下可能となるように堆積 
      分を考慮して掘削した河道 



   ：養浜個所 

三保の松原 

清水海岸 

静岡 

海岸 
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H25年度に実施した海岸養浜の状況を示す。清水海岸のNo.65を中心に、13.8万m3の養浜を実施。 

H25の養浜の状況 

１.４ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（海岸領域） １.土砂管理対策の実施状況  

飛行場前面の堆積域からサンドリサイクル 
（H25年度：3万m3/年） 

安倍川流砂系からのサンドバイパス 
（H25年度：10.8万m3/年） 

安倍川流砂系 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

№15～23 No25～30 №43～46 №65～68 №89～91

養
浜
量

(m
3 )

国（サンドバイパス）

静岡県（サンドリサイクル）

静岡県（サンドバイパス）

海岸領域 
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H25年度に実施した海岸保全施設の整備状況を示す。静岡海岸では離岸堤の延伸を実施しており、H25年度には24m延伸している。 
なお、本工事はH26年度に完成予定である。 

海岸領域 

■海岸保全施設整備内容 
45号離岸堤（計画 L=80m） 
 H23以前 L=40m整備済み 
 H24～25 L=24m延伸 
 H26   L=16m延伸⇒完了予定 

離岸堤（H26.2.11時点） 

H25年度完成の離岸堤 

工事箇所 

工事箇所の位置図 

１.４ 土砂管理対策（事業メニュー）の実施状況（海岸領域） １.土砂管理対策の実施状況  

安倍川河口 

延長Ｌ＝２４ｍ 

安倍川河口 

三保の松原 藁科川 

安
倍
川 

工事箇所 

工事箇所の位置図 



モニタリング調査結果及び評価 



 ２.１ 安倍川総合土砂管理計画におけるモニタリング体系 

モニタリングの目的［H25.7  安倍川総合土砂管理計画Ｐ３５］ 
①各領域における具体的な対策の効果・影響の監視 
②土砂動態の実態把握や検証データの蓄積 
   これにより、対策の見直し等の新たなアクションを起こす目安を把握する。 

モニタリング体系図 

●モニタリング［H25.7 安倍川総合土砂管理計画Ｐ４３］ 

・土砂動態の実態把握や解析手法更新のための検証データの入手 

●最低限実施すべきモニタリング               
［H25.7 安倍川総合土砂管理計画Ｐ４２］ 

・各領域での具体的な対策の効果・影響の把握の監視 

土砂生産・流出領域→流量（水位・流速） 

               流砂量、河床変動（全測線） 

山地河川領域    →河床変動（全測線） 

               河床材料 

中・下流河川領域 →流量、水位、 

              河床変動（全測線） 

              河床材料 

              砂利採取量 

海岸領域       →潮位・波浪 

              汀線・海浜断面（全測線） 

              底質材料 

              養浜量 

■モニタリング項目 

土砂生産・流出領域→河床変動（主要測線） 

山地河川領域     →河床変動（主要測線） 

中・下流河川領域  →河床変動（主要測線） 

海岸領域        →汀線・海浜断面（主要測線） 

■モニタリング項目 
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２.モニタリング調査結果及び評価 



 ２.２ 安倍川総合土砂管理計画におけるモニタリング項目の概要 

総合土砂管理計画では、「各領域における具体的な対策の効果・影響の監視」のため、最低限実施すべきモニタリング項目を示している。 

土砂生産・ 
流出領域 

山地河川領域  

中・下流河川領域  

海岸領域 

各領域の区分図 

出典：安倍川総合土砂管理計画 
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２.モニタリング調査結果及び評価 

1回/1年
＋大規模洪水後

非出水期
洪水後

河口テラス 3測線
河口と海岸の境界 1測線

深浅測量・河口テラスの現状把握
汀線・
海浜断面

海岸領域

大規模洪水後洪水後
5.25k、7.75k、8.5k、
11.25kの4測線

横断測量（洗掘）

大規模洪水後洪水後
1.5k、4.0k、7.0k、21.0kの
4測線

横断測量（堆積）
・河床の現状把握河床変動

中・下流
河川領域

1回/1年
＋大規模洪水後

非出水期
洪水後

大河内橋下流、大河内砂
防堰堤下流、関の沢橋下流、
金山砂防堰堤下流

横断測量
・堰堤等の下流の河床状
況の把握

河床変動
山地河川
領域

1回/5年
＋大規模洪水後

非出水期
中河内川合流部
藁科川合流部

横断測量
・土砂生産流出領域から
の土砂供給量の把握

河床変動
土砂生産・
流出領域

調査頻度調査時期調査箇所調査方法調査目的
モニタリング
項目

領域

1回/1年
＋大規模洪水後

非出水期
洪水後

河口テラス 3測線
河口と海岸の境界 1測線

深浅測量・河口テラスの現状把握
汀線・
海浜断面

海岸領域

大規模洪水後洪水後
5.25k、7.75k、8.5k、
11.25kの4測線

横断測量（洗掘）

大規模洪水後洪水後
1.5k、4.0k、7.0k、21.0kの
4測線

横断測量（堆積）
・河床の現状把握河床変動

中・下流
河川領域

1回/1年
＋大規模洪水後

非出水期
洪水後

大河内橋下流、大河内砂
防堰堤下流、関の沢橋下流、
金山砂防堰堤下流

横断測量
・堰堤等の下流の河床状
況の把握

河床変動
山地河川
領域

1回/5年
＋大規模洪水後

非出水期
中河内川合流部
藁科川合流部

横断測量
・土砂生産流出領域から
の土砂供給量の把握

河床変動
土砂生産・
流出領域

調査頻度調査時期調査箇所調査方法調査目的
モニタリング
項目

領域

最低限実施すべきモニタリング項目 



２.２ 総合土砂管理計画における土砂管理指標 

総合土砂管理計画では、土砂管理指標を示しており、モニタリング結果の評価はこれに基づき行う。 

領域 領域の課題 管理指標 管理の基準値 

土砂生産・流出領域 河床低下 平均河床高 
本川合流付近の現況河床高※

を下回らない 

山地河川領域 河床低下 最深河床高 構造物の基礎高を下回らない 

中・下流河川領域 

河床上昇 平均河床高 
整備計画目標流量を流下させ
ることができる河床高を上回ら
ない 

局所洗掘 構造物付近の河床高 
護岸等構造物の基礎高を下回
らない 

海岸領域 海岸侵食 
汀線位置 
等深線位置 
河口テラス位置 

必要砂浜幅を確保する 

12 

出典：安倍川総合土砂管理計画 

※「現況河床高」は総合土砂管理計画検討時（Ｈ２３）の河床高 

２.モニタリング調査結果及び評価 

土砂管理指標 



安倍川流砂系におけるH25年の雨量、流量、波浪について主な観測所のデータを以下に示す。 
Ｈ２５年は、平均年最大流量程度の出水が発生した。 
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 2.３ モニタリング調査結果の概要（H25年度の洪水生起状況） 

梅ヶ島雨量観測所 

手越水位観測所 

久能観測所 

■雨量［梅ヶ島雨量観測所］ 
・H25年の日最大雨量      267ｍｍ 

■流量［手越水位観測所］ 

■波浪［久能波浪観測所］ 

・H25年の最大流量      2,105ｍ３/ｓ 

・平均年最大流量      1,757ｍ3/s  ※S36～H25の期間で算出 
・基本方針流量       6,000ｍ３/s 
・整備計画流量       4,900ｍ３/s 
・既往最大流量（Ｓ54）   4,862ｍ３/s 
 

・既往最大日雨量（S57.8洪水）  375.6ｍｍ 

・計画波浪    安倍川河口～Ｌ字突堤Ho’=11.4ｍ 
           Ｌ字突堤  ～ 消波堤 Ho’=15m 
・既往最大有義波高(H23)    10.11ｍ（久能沖2000以降） 

・H25年の最大波浪 Ｈ１／３=9.28ｍ［暫定値］ 

直轄砂防領域 

直轄河川領域 

・砂防計画規模(1/100)             600ｍｍ 
※梅ヶ島地点 

※H25.9.16台風１８号出水 

※H25.9.16台風１８号出水 

２.モニタリング調査結果及び評価 



土砂生産・流出領域 

土砂生産・流出領域での管理基準値は「本川合流付近の現況河床高※を下回らない」である。H25年度からの調査箇所は、藁科川、安倍中
河内川、足久保川の本川合流地点である、藁科川について、現況河床高※以上の河床高が確保されている。また勾配（Ｈ２３→Ｈ２５）の変化
も小さいことから、藁科川から安倍川本川への流出土砂量には大きな変化はないと推察される。 
（※：現況河床高は総合土砂管理計画検討時（H23)の河床高） 

【本川合流付近の河床高】 
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 ２.４ モニタリング調査結果（指標との評価） 

5ｋ 

10ｋ 

15k 

20k 

25k 

位置図 

藁科川合流地点 
（藁科川0.0k） 

中河内川合流地点 

安倍川22.0k 

安倍川5.75k 

安倍川5.50k 

安倍川 

安倍川 

藁科川 

中河内川 

横断測量地点 

藁科川 安倍中河内川 

【参考】 

藁科川の合流点の河床勾配は大きく変化していない 

勾配 1/477【Ｈ２３】 ⇒ 1/497【Ｈ２５】 

領域の課題：河床低下 

測量箇所 

２.モニタリング調査結果及び評価 

足久保川 

足久保川合流地点 

安倍川 足久保川 

安倍川13.75k 

安倍川13.50k 

新東名高速道路 

※足久保川、安倍中河内川の合流点における河床
高のモニタリングはH25から測量を開始している 

管理指標 管理の基準値

H25平均河床高
[TP.m]

現況河床高[TP.m]
（H23平均河床高)

藁科川 25.545 25.435 OK
足久保川 75.943 ※ -
安倍中河内川 145.747 ※ -

河川名 判定



山地河川領域 

山地河川領域での管理基準値は「構造物の基礎高を下回らない」である。最低限モニタリングを実施すべき箇所の大河内砂防堰堤下流、関
の沢橋下流、金山砂防堰堤下流等では、構造物基礎高以上の河床高が確保されている。 
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金山堰堤修繕（H25完成） 

堰堤下流護床ブロック修繕（河床低下防止） 堰堤下流護床ブロック修繕（河床低下防止） 

大河内堰堤修繕（H25完成） 

【構造物直下の河床高と構造物基礎高】 

位置図 

※大河内橋は、架け替え工事を行っており、新設の橋梁は
河道内に橋脚がないため、管理基準から除外する。 

領域の課題：局所的河床低下 

5ｋ 

10ｋ 

15k 

20k 

25k 

大河内 
砂防堰堤 

大河内橋 

金山砂防
堰堤 

関の沢橋 

孫佐島 
砂防堰堤 

平野橋 

測量箇所 

 ２.４ モニタリング調査結果（指標との評価） ２.モニタリング調査結果及び評価 

管理基準値

大河内砂防堰堤下流 34.0k 285.75※1 282.50 OK

関の沢橋下流 直下※2 427.44 419.32 OK

金山砂防堰堤下流 41.5k 449.00※1 447.00 OK

孫佐島砂防堰堤 直下※2 549.56 548.70 OK
平野橋下流 27.0k 197.80 178.78 OK

※1大河内、金山砂防堰堤はH25年度に修繕工事を実施しており、修繕後の河床高を管理指標として用いた

※2孫佐島砂防堰堤、関の沢橋は下流の測線まで距離があるため、堰堤直下の最深河床高を用いた

判定

管理指標
箇所

H25最深河床高

H26.2LP測量
[TP.m]

測線名称

構造物基礎高
[TP.m]
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中・下流河川領域（堆積に着目した箇所） 

中・下流河川領域での堆積に関する管理基準値は「整備計画流量を流下させることのできる河床高を上回らない」である。最低限モニタリング
を実施すべき箇所の1.5k、4.0k、7.0k、21.0kの平均河床高は、管理基準値を上回っており、今後も掘削等を実施していく必要がある。 

16 土砂管理指標との比較（堆積） 

全地点で管理基準の河床高を上回っている 

領域の課題：河床上昇 

※管理基準値は整備計画流量ハイドログラフのピ
ーク流量時に土砂の堆積が生じても河川整備計
画流量をHWL以下で流下可能となる河床高 

 ２.４ モニタリング調査結果（指標との評価） ２.モニタリング調査結果及び評価 

○整備計画流量を流下させることができる河床とは       
整備計画流量ハイドログラフのピーク流量時に土砂の堆積が生
じても河川整備計画流量をHWL以下で流下可能となる河床 

安
倍
川
橋

安
倍
川
大
橋

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

0 km 1 km 2 km 3 km 4 km 5 km 6 km 7 km 8 km 9 km 10
km
11
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12
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13
km
14
km
15
km
16
km
17
km
18
km
19
km
20
km
21
km
22
km

河
床
高
変
化
量
(m
)

整備計画河床

25 年後
50 年後
75 年後
100 年後
管理河床高

1.5k 4.0k 7.0k 21.0k 

総合土砂管理計画策定時の一次元河床変動シミュレーション
により土砂の堆積が懸念される箇所 

管理指標 管理基準値

H25平均河床高
[TP.m]

整備計画流量を流下させること
ができる平均河床高[TP.m]

6.877 4.544 NG

17.010 15.744 NG

33.026 30.406 NG

132.078 130.165 NG

7.0k

4.0k

1.5k

地点 判定

21.0k



中・下流河川領域 

中・下流河川領域での洗掘に関する管理基準値は「護岸等構造物の基礎高を下回らない」である。最低限モニタリングを実施すべき箇所の
5.25k、7.75k、8.5k、11.25ｋの構造物付近の河床高は、管理基準値をわずかに上回っており今のところ構造物の安全性は確保されている。 
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【低水護岸基礎周辺河床高と基礎天端高】 

管理基準値とH25河床高の比較 

領域の課題：河床低下 

15
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5.25k
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35
37
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43
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53
55
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)

8.5k

50
52
54
56
58
60
62
64
66
68
70

-100 0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

標
高

(T
P.
m
)

11.25k

              ：H25河床高 
           ：管理基準値   (護岸等構造物の基礎高） 

水衝部で局所洗掘が発生する
と予想される4箇所 

7k 6k 
5k 

シミュレーション結果により河床低下が懸念される箇所 

 ２.４ モニタリング調査結果（指標との評価） ２.モニタリング調査結果及び評価 

低水護岸基礎天端高 

低水護岸の一般図（1.0ｋ付近） 

プレキャスト基礎 

根固めブロック 

高水敷 

低水護岸天端高 

5.25k 

7.75k 

8.5k 

11.25k 

藁科川 

安倍川 

基準値との差 
約３０ｃｍ 

左岸 右岸 左岸 右岸

22.640 20.200 20.320 19.924 OK

36.070 36.520 33.882 34.630 OK

40.470 39.840 39.060 39.060 OK

58.380 58.050 56.100 56.858 OK

※護岸基礎データがない箇所は計画河床高-1.0mを土砂管理指標とした

8.5k

11.25k

5.25k

7.75k

判定地点

管理指標 管理基準値

H25構造物付近の河床高
[TP.m]

護岸等構造物の基礎高※

[TP.m]

(m) 

(m) 

(m) 

(m) 



海岸領域 

毎年実施する最低限のモニタリング項目のうち、安倍川河口テラスの測量結果を示す。 

河口テラスの状況を見るとH23の出水により前進したテラスは、その後大きな出水はなく海岸領域に一部移動したと推察される。 

安倍川河口 測線位置図 
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H23.9
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河道右岸側 

海岸に近い測線 

沖側 

沖側 

沖側 

沖側 

陸側 

陸側 

陸側 

陸側 

H23.10撮影 

河口テラスの前進 

領域の課題：海岸侵食 

 ２.４ モニタリング調査結果（参考：最低限実施すべき項目） ２.モニタリング調査結果及び評価 

安倍川河口 測線位置図

No.0 No.2 No.4 No.6

No.78
No.76

安倍川静岡海岸

沖側

陸側

・汀線、海浜断面（河口テラスの現状把握） 

  ：汀線測量位置 

H26.2撮影 

河口テラスの変化 
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(m
)

浜幅（堤防肩～T.P.0mまでの距離）

現況(H25.9)浜幅

必要浜幅

必要砂浜幅は、L型突堤を境に、海底勾配の急な北側を80m、海底勾配が比較的緩やかな南側を60mとしている。 
概ね管理基準値を満足しているが、局所的に必要砂浜幅を満足していない箇所が見られる。 

現況浜幅（H25.9）と必要砂浜幅の比較 

L字突堤 

5号HL 
4号HL 

3号HL 
2号HL 

1号HL 離岸堤 消波堤 

安倍川 

60m 

80m 

B=80m 

清水海岸 静岡海岸 

B=60m 

海岸領域 
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領域の課題：海岸侵食 

安倍川河口 

三保の松原 

必要砂浜幅 80m(No.-4～No.32)、60m(No.32～No.77) 

必要砂浜幅 

 ２.４ モニタリング調査結果（指標との評価） ２.モニタリング調査結果及び評価 
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現況の砂浜幅は、堤防～TP.0mの区間より設定した。 
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２.５ 管理指標での評価（まとめ） 

モニタリング結果を踏まえ、各領域での管理指標での評価を行った。中下流河川領域、海岸領域においては管理基準値を満たしていない箇
所があり、今後も土砂管理対策を実施していくとともにモニタリングも実施していく必要がある。 

領域 領域の課題 管理指標 管理の基準値 モニタリング結果 

土砂生産・流出領域 河床低下 平均河床高※1 
本川合流付近の現況※2河床高を下
回らない 

[判定結果：OK] 
本川合流付近の現況河床高を下回って
いない 
→今後も引き続きﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施していく 

山地河川領域 河床低下 最深河床高※1 構造物の基礎高を下回らない 
[判定結果：OK] 
構造物基礎高を下回っていない 
→今後も引き続きﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施していく 

中・下流河川領域 

河床上昇 平均河床高※1 
整備計画目標流量を流下させること
ができる河床高を上回らない 

[判定結果：NG] 
全地点において管理基準の河床高を上
回っている 
→今後も引き続き砂利採取、河道掘削を
実施していくとともに、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施して
いく 

局所洗掘 構造物付近の河床高
※1 護岸等構造物の基礎高を下回らない 

[判定結果：ＯＫ] 
今のところ管理基準値（低水護岸基礎天
端高）を下回っていない 
→管理基準値に迫っており、河岸防護対
策実施に向けた検討を進めるとともに、
今後も引き続きﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施していく 

海岸領域 海岸侵食 
汀線位置 
等深線位置 
河口テラス位置 

必要砂浜幅を確保する 

[判定結果：NG] 
概ね満足しているが一部必要砂浜幅に達
していない箇所がある。 
→今後も引き続き養浜を実施していくとと
もに、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施していく 

※1河床高：洪水時河床高のリアルタイムでの監視は現状では困難であることから、洪水前後の河床高で監視を行う 
※2現況河床高：総合土砂管理計画検討時(H23)の現況河床高 
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２.モニタリング調査結果及び評価 
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起しており、土砂の堆積がみられるほか、一部河岸付近が洗掘されている箇所が確認できる。 
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手越観測所 

藁科川 

LP測量による河床変動量：0ｋ～12k(H25.3～H25.9) 

H25年最大流量：2,105m3/s H25.3LP測量時期 H25.9LP測量時期 

手越地点流量 

中・下流河川領域 
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中・下流河川領域では、LP測量により土砂の移動状況のモニタリングを行っている。H25年には平均年最大流量を上回る規模の洪水が1回生
起しており、土砂の堆積がみられるほか、一部河岸付近が洗掘されている箇所が確認できる。 

H25年最大流量：2,105m3/s 

LP測量による河床変動量：13ｋ～22k(H25.3～H25.9) 
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３.参考モニタリング調査結果  ３.１ モニタリング調査結果：LP測量によるH25年度の堆積、侵食状況 
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H25年度LP測量結果より中・下流河川領域でのH25年度の堆積、侵食状況を確認した。H25.3～H25.9の期間は全区間で堆積傾向、H25.9
～H26.2の期間は洗掘傾向となっている。 

【H25.3～H25.9】 【H25.9～H26.2】 【H25.3～H26.2】 

※土砂変動量は河積の変化量に区間距離を乗じて算出した 

H25.3LP測量時期 H25.9LP測量時期 H26.2LP測量時期 

手越地点流量 
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合計で26万m3の洗掘傾向

※砂利採取・河道掘削17万m3含む

３.参考モニタリング調査結果  ３.１ モニタリング調査結果：LP測量によるH25年度の堆積、侵食状況 



H25年度の掘削を踏まえ、現時点の掘削河道の整備状況を把握した。 

■総合土砂管理計画策定時モデル（Ｈ２４） 
シミュレーションの結果、年間20万ｍ３程度
の掘削をすれば、13年間で整備計画流量を流
下させることができる河積を確保することが
できる計算結果となっている。 

３.参考モニタリング調査結果 
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■Ｈ25年度測量結果より 
年当り相当河積確保量10.5万ｍ３に対しH24～
H25年度は7.6万m3分河床が低下している。 
河積確保量は洪水の生起状況に左右されるた
め、今後もモニタリングを継続し、掘削を継
続していく必要がある。 
※土砂変動量は定期横断測量（H24.2～H25.12)により算定（掘削量込み） 
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現況河床は掘削河道の河床高より高いため、
今後も継続して掘削していく必要がある 

中・下流河川領域 

Ｈ２４時点で136万ｍ３ 

※年当り相当量河積確保量＝136万ｍ３÷１３年間＝10.5万ｍ３ 

 ３.１ モニタリング調査結果：掘削河道の整備状況 
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砂防事業、砂利採取等の土
砂環境へのインパクトの少な
い状態での河口部である。
海岸も侵食しておらず、ほぼ
自然状態に近い状況である
と考えられる。  

昭和22年（1947年） 

昭和45年（1970年） 急激な砂利採取実施後の河
口部の状態である。S22の海
岸線と比較して、河口、右岸
側、左岸側とも大きく後退し
ている。  

昭和56年（1981年） 

砂利採取実施規制後の河口部
の状態である。S45の海岸線と
比較して、河口ではまだ後退
が見られる。 
左岸側（静岡海岸）では、海岸
保全施設として突堤が設置さ
れている。  

左岸側（静岡海岸）では離
岸堤が設置され、海岸が回
復している状況がわかる。 

H9と比較すると河口部では前進
している状況である。河口部は
S22（黒線）と比較すると当時ま
で回復している状況にはない。 
左岸側（静岡海岸）では、S22当
時まで海岸が回復している状況
がわかる。 

平成9年（1997年） 

平成16年 
（2004年） 

S22 
S45 

昭和45年（1970年） 

昭和22年（1947年） 

S45 
S56 

H1 
H9 

平成9年（1997年） 

S22 

S22 
H9 

H16 

平成16年（2004年） 

S56の海岸線と比較して、前
進している状況が見られる。 
左岸側（静岡海岸）では、海
岸が回復している状況がわ
かる。 

S56 
H1 

平成21年（2009年） 

S57　洪水

H21 

H9 
S22 

H16 

河口部左岸側（静岡海岸
の端）で海岸が回復してい
る状況がわかる。 

平成21年（2009年） 

安倍川河口部の空中写真より、砂利採取等のインパクトと河口部地形変化の関係を整理した。 
昭和３０年代に多くの砂利採取により、海岸汀線は大きく後退したが、砂利採取規制等により、安倍川河口部の海岸線は回復してきている。 

H21 
S22 あまり大きな変動は見られ
ない。 

平成25年（2013年） 
H25 

 ３.２ 経年的なモニタリング調査結果：河口テラスの変動状況 
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海岸汀線の変化を示す。静岡海岸ではサンドボディ（砂浜回復域）の拡大が進み先端は清水海岸にも到達している。清水海岸の消波堤区間で
は侵食が進行している。 

 ３.２ 経年的なモニタリング調査結果：海岸汀線の変化 

安定傾向 
砂浜回復域の先端付近 
（静岡・清水海岸） 

H25(2013)年.12月撮影 

H25(2013)年.12月撮影 

汀線が回復した区域 
（静岡海岸） 

消波堤
区間
ヘッドランド
区間

清水海岸 静岡海岸
離岸堤
区間

□離岸堤群整備
【静岡Ｓ52～、清水Ｓ58～】

□ヘッドランド群整備
【Ｈ1～11】

□消波堤群整備【Ｈ7～8】

□Ｌ字突堤整備【Ｈ9～10】
□サンドバイパス本格開始
【Ｈ11～】

□サンドリサイクル開始
【Ｈ19～】
□3号消波堤の延伸
【Ｈ20～21】
□消波堤区間へのサンドリサイ
クル試験【Ｈ20～21】
本格開始【H23～】
□計画サンドバイパス量の変更
【H23】

侵食対策の経緯

サンドボディによる
砂浜の回復

侵食域の拡大

○1948(S23)年と1987(S62)年の比較

○1983(S58)年基準の変化

侵食の停止 

侵食傾向 

３.参考モニタリング調査結果 



４．土砂管理指標の課題、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査の課題および今後のモニタリング調査の提案 
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４.まとめと今後の調査計画 

※今回のモニタリング調査は1年目であり、今後データを蓄積することによりモニタリング計画に対する評価も
実施していく。 委員会規約 抜粋 

（目的）第２条 委員会は「安倍川総合土砂管理計
画」で定めた事項の実施及び課題の解決に向けて、
以下の項目に関する基本的方針について助言し、同
計画のさらなる向上を図ることを目的とする。 

 （１）モニタリング項目、調査頻度に関すること 

 （２）土砂移動シミュレーション精度向上に関すること 

 （３）土砂管理対策の施設配置計画に関すること 

 （４）モニタリング結果の現状評価手法に関すること 

 （５）計画見直しに関すること 

作業部会規約 抜粋 

（目的）第２条 本作業部会は、「安倍川総合土砂管
理計画」で定めた事項の実施及び課題の解決に向け
て、安倍川総合土砂管理計画フォローアップ委員会
で示された基本的方針に基づき、各事項を具体化す
る際の留意点等について助言することを目的とする。 

 （１）各モニタリング項目の調査方法に関すること 

 （２）土砂移動シミュレーション精度向上に関すること 

 （３）土砂管理対策の施設配置計画に関すること 

 （４）モニタリング結果の現状評価手法に関すること 

まとめ（モニタリング結果及び評価等） 
 
○H25年度のモニタリング調査結果について 
・土砂生産・流出領域～中・下流河川領域について、H25出水は、平均年最大流量程度の出水であった
ため、前年と比較して土砂動態に大きな変化は見られなかった。 
・海岸領域について、静岡海岸は土砂管理対策（養浜、砂利採取規制等）により回復傾向は継続している
。清水海岸は、継続的な養浜により汀線を維持している状況であり、引き続き養浜を中心とした侵食対策
を実施していく。 
・今回のモニタリング調査結果は、今後解決すべき土砂動態の解明に向けた基礎資料とする。 
 
○モニタリング項目、調査頻度について 
・今後もデータを蓄積していく必要があり、引き続き現総合土砂管理計画通り、モニタリング調査を実施して
いく。 
 
○モニタリング結果の現状評価手法（土砂管理指標）について 
・今後も土砂動態を確認していく必要があり、引き続き現総合土砂管理計画通り、土砂管理指標による管
理を実施していく。 


